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２０２４年度 第２回町田市地域密着型サービス運営委員会議事要旨 
 

 

 

会議名称 

 

２０２４年度第２回町田市地域密着型サービス運営委員会 

 

第２回 

日 時 

 

２０２５年１月３０日（木）１８：３０～１９：３５ 

 

会 場 

 

市庁舎２階 会議室２－１ 

 

参 加 者 

 

委 員：井上委員長、菅沼委員、木口委員、大島委員、谷田部委員 

 

事務局： 

＜いきいき生活部介護保険課＞ 

江藤課長、水谷担当課長、諏訪係長、和賀井担当係長、八木、宮越 

＜いきいき生活部いきいき総務課＞ 

田野倉課長、大島係長、松田係長、釼持、沼田 

＜地域福祉部指導監査課＞ 

荒木担当係長、藤田 

 

傍 聴 人 

 

応募無し 

 

会議議題 

 

議題 

 

１．報告 

（１）地域密着型サービス事業所の指定等について  

①市内事業所の新規指定及び指定更新について 

②市内事業所の休止及び廃止について 

③他市に所在する地域密着型サービス事業所の指定等について 

（２）（看護）小規模多機能型居宅介護の利用状況調査の結果について 

（３）地域密着型サービス事業所に対する実地指導について 

（４）町田市いきいき長寿プラン２４－２６における認知症高齢者グループ 

ホームの募集圏域の見直しについて 

 

資 料 

 

 

（市提供資料） 

 

資料１：２０２４年度地域密着型サービス事業所の指定等について 

資料２：（看護）小規模多機能型居宅介護の利用状況調査の結果について 

資料３：地域密着型サービス事業所に対する実地指導について 

資料４：町田市いきいき長寿プラン２４－２６における認知症高齢者グループ 

ホームの募集圏域の見直しについて 
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委員 

 

委員長 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員長 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

＜次第４ 報告事項＞ 

 

はい、ありがとうございます。それでは、予定していた資料の１、２、３とい

うことでご説明いただきましたので、ここでまとめて質問、ご意見を頂戴する

という流れでよろしいでしょうか。 

 

はい。 

 

それではこれまでのところでご質問ご意見等がございましたら委員のみなさま

から頂戴したいと思いますが、いかがでしょうか。 

 

よろしくお願いします。資料２の小規模多機能居宅介護と看護小多機多機能型

居宅介護の利用状況のデータについて、色々なアンケートをしていただき、あ

りがとうございました。やはり実際に私のところには看護小規模多機能型居宅

介護はないのですが、同じグループ内で看護小規模多機能型居宅介護を行って

いるところがございまして、やはり何が問題なのだろうかというところで、こ

のアンケートが出てきましたけれども、人員の確保のところで、一般的に夜間

は看護師がいないのですね。長泊まりの方で、色々な医療ケアが必要な方など

が多くいらっしゃいまして、ヘルパーさんの方がやはりそれがすごく負担だと

いうことで、定着が難しいということを聞いております。そして今、派遣のヘ

ルパーさんなどを入れるなどしないと、人員の確保ができないというところ

で、自分のところで雇い入れて、教育していくけれどもヘルパーをできるよう

にするまでには至らないということが多いという話も聞いております。それ

は、このアンケートに著明に出ているのではないかと思っております。それか

ら、利用者の確保についても、利用する希望回数に対応できないということが

あります。病院さんから紹介があった方としては、長泊まりをご希望される方

が多いのですけれども、長泊まりの人で部屋を確保してしまうと、部屋数が決

まっているので他の利用者を受け入れられないということで、小規模多機能居

宅介護や看護小多機多機能型居宅介護に入りたいけれど部屋が埋まってしまっ

ていて利用できないという方も多いと聞いております。結局この入れなかった

方たちはどこに行ってしまったのかなというのが、一番医療に携わるものとし

ては心配なところですけれども、末期の方だとケアホスピスだとか看取りので

きる有料老人ホームさんが多かったり、無い方でも施設に行かれる人が多かっ

たりということを聞いております。この問題はやはりなかなか市でどうこうで

きるものではないとは思うのですが、ヘルパーさんなどの負担が少しでも減っ

てこういうところで働いても良いなと思える、おそらく普通の一般のヘルパー

さんもなかなか看護小規模多機能型居宅介護で夜に人数少ない中で、一人でそ

れを見るというのは、応募もしてこないという状況なので、そこを何とか変え

ていかないとなかなかこの問題は解決しないと思っております。医療者として

何か助言できることとかお手伝いできることがありましたら、またしていきた

いと思いますので、ぜひお声掛けください。よろしくお願いします。 

 

はい、ありがとうございました。貴重なご意見でした。事務局の方でまとめて

いただきながらご対応いただければと思います。他にご意見ご質問等ございま

すでしょうか。 

 

はい。一点質問なのですが、申し訳ないことに、この資料２の方に書かれてい

た内容が読み切れていないだけかもしれないですが、看護小規模多機能型居宅

介護も小規模多機能型居宅介護も登録に達している施設は結構あるのでしょう

か。つまりサービスが提供できないので引き受けないというところで、お断り

しているのか、登録に達していてお断りしているのか、少しお聞きしたいとこ
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委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員長 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ろなのですが。どれくらいの稼働率というか、登録者が充足しているのかとい

うことです。 

 

いきいき総務課です。看護小規模多機能型居宅介護も小規模多機能型居宅介護

も、登録定員まで達しているというところはございません。稼働率についてで

すが、看護小規模多機能型居宅介護は２０２４年度の上半期の時点で５０％を

切っている状態の利用率で、かなり下がっている状態です。小規模多機能型居

宅介護につきましては、２０２３年度下半期では７５％を超えている状態では

あったのですが、２０２４年度上半期は７０％を少し超えている状態の利用率

になっております。 

 

はい。ありがとうございます。実は先日うちの事業所にも他県から市内でご家

族がご両親を引き取ってというケースのご相談があったのですが、いろいろ聞

いていくと、他県では小規模多機能型居宅介護を使っていたケースでした。前

任のケアマネジャーさんとやり取りした時にも、小規模多機能型居宅介護、看

護小規模多機能型居宅介護でないと支えきれないですよという相談で、一度高

齢者支援センターさんの方にそういう状況だということでお返ししたのです

が、一緒に市内の看護小規模多機能型居宅介護、小規模多機能型居宅介護さん

をあたらせていただいた際に、軒並み経営が困難ということでした。結局、エ

リアが離れているのですが、１か所だけお泊りの回数を少し当面は我慢してい

ただければということで、受けていただいた事案があったのですが、他のアン

ケートの結果を見ていても小規模多機能型居宅介護の方が介護度は当然低いと

思うのですが、サービス量を見ると小規模多機能型居宅介護の方が１か月あた

り多いことがわかります。看護小規模多機能型居宅介護の方がサービス量は多

いのではないかとイメージではあるのですけれども、その辺のバランスもすご

くなかなか変えていくのも難しいとは思うのですが、前回のところでもお話し

したかもしれませんが、やはり身内のところから変えていかないとなかなかこ

の介護職、看護職の採用というところも含めてですけれども、何かサービス自

体のあり方など、入口のところから変えていかないとなかなか解決していかな

いのではないかと思います。非常に無くてはならないサービスではあると思っ

ておりますし、居宅介護支援のケアマネジャーとしても助けていただくことも

多いですので、少し感想のような発言になってしまいましたが、そう思ってい

ます。 

 

ありがとうございます。他に事務局の方で何かありますでしょうか。入口のと

ころというご意見、さらに踏み込んでいくとどういった対応があるか、他に何

かありますでしょうか。 

 

そうですね。先ほどの少しうちの事例でいうと、高齢者支援センターの方も相

談を受けた時に、とりあえず市内の近いところでの看護職規模多機能型居宅介

護、小規模多機能型居宅介護をあたっていただいたようなのですが、結局受け

入れが無くて居宅介護支援のケアマネジャーに相談が来たという状況です。た

だそもそもヘルパーなどの居宅サービスだけではとてもではないが支えきれな

いというケースであったので、そこまで重度になってしまっているとなかなか

現状受皿がないというのは当然だと思うのですが、前回お話したことと同様

に、本当に軽度の方からでも顔なじみのサービスというのが受けられる宿泊、

通い、泊り、総合的に顔なじみの中でサービスが展開していけるという強みの

ところを、居宅サービスと同じような形でもう少し活用、軽度のものから活用

していくような慣らしなど、やはり入口のところの高齢者支援センターさんの

ところから、どんどん入れていっていただくというのが必要なのかなとは思い

ます。 
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委員長 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

 

先ほど、ご利用に至らなかった事例で、やはりいちばん大きいのがニーズに対

して応えきれないということでしょうか。 

 

そうですね。今回の件に関しては、とにかく泊りがその方は毎週末されていた

ということと、他県の方では毎日通っていたような状況だということだったの

で、さすがにそこまでいってしまうと、なかなか厳しいだろうなと思うのです

けれども、ただ理由としては登録できるのだけれども、そうした利用に対応す

る受皿が足りないということでした。 

 

はい、ありがとうございます。委員のご意見に対して事務局の方からまたお願

いいたします。 

 

いきいき総務課です。お二人の委員から貴重なご意見をいただきまして、あり

がとうございます。前回もこの委員会の中でいろいろご意見をいただいたこと

を踏まえまして、今回アンケートを実施し、その結果を報告させていただきま

した。今お話を伺っていると、やはり入口のところでの高齢者支援センターと

の連携、こちらもおっしゃるとおり必要であると考えまして、今現在高齢者支

援センター、先ほども説明させていただいたとおりご意見をいただき、またそ

のご意見によってどのような市のかかわりができるかをこれから検討していき

たいと考えております。また、アンケートの結果から今委員からもニーズはあ

るけれども事業者の方で回しきれないまたは受けきれないというご指摘をいた

だきました。まさに委員が話されたように、ヘルパーさんの負担が大きく、な

かなかそこに人材が来ない、これは小規模多機能型居宅介護、看護小規模多機

能型居宅介護に限らず、介護人材不足というのは市内の事業所で発生している

課題だと認識しております。やはり介護事業所すべてに対して、介護人材が不

足しているということと、そこへ市としてどう対応していこうかという中で

は、国の方では処遇改善を行っておりますので、まだまだ足りないところでは

ありますが、以前に比べて処遇はよくなってきているという認識であります。

それをもっと、市民の方、働いていただける方に周知をしていくことも必要だ

ろうということで、介護の仕事の魅力発信を昨年度から実施させていただい

て、さらに来年度はもう少しパワーアップしていきたいと考えております。さ

らに踏み込んで今回書面のアンケートにて看護小規模多機能型居宅介護、小規

模多機能型居宅介護の現状を伺わせていただきましたが、先ほどご説明があっ

たとおり、直接皆さんからのご意見を聞いてほしいという声もそれらの事業所

の方からも声がありましたので、そこで課題を一度市の方でも集めまして、課

題に対して市としてどういったかかわりができるかとらえて、今後取り組んで

いきたいと考えております。なかなか先が見えないと申しますか、一つの課題

をクリアするためには、複数の課題をクリアしないと結果が出て来ないという

少し複合的な要素もあると思います。引き続き皆さんのご意見を伺いながら、

市として課題に取り組んでいきたいと考えております。 

 

ありがとうございます。どうぞ。 

 

ありがとうございます。ぜひ施設に行っていただいて、施設で働いている人た

ちの声を聴いていただけると何が不安なのかというところが、もう少し出てく

るのかなと思います。夜間に看護師がいないから不安といった、そういうとこ

ろに関しても、そういうのは何かあったら電話すれば大丈夫だよ、などという

ことが何となく定着していくと、もう少し門戸が開けて、もうちょっと患者さ

んの受け皿ができるのかなと思っているので、ぜひそうしていただけると助か

ります。よろしくお願いします。 
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委員長 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員長 

 

事務局 
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事務局 

 

 

 

 

 

委員 

 

委員長 

 

 

 

 

 

はい、ありがとうございます。他にいかがでしょうか。 

 

はい。よろしくお願いします。 

専門家の皆様の前で大変お恥ずかしい質問ですが、利用する側として疑問に思

っていたのですが、今居宅介護支援の方を利用して、私は家族介護をしている

のですが、居宅介護支援のケアマネジャーさんに大変お世話になっているので

すけれども、小規模多機能型居宅介護や看護小規模多機能型居宅介護を利用す

る場合には、ケアマネジャーさんを変えなければいけないというお話を聞いて

おりまます。現在は在宅でデイサービスを利用してうちは過ごしているのです

が、今後少し状況が変わったときに思い立って小規模多機能型居宅介護や看護

小規模多機能型居宅介護を利用していくということも検討はしています。その

ときに、いきなりデイサービスは終わりで、今までお世話になったケアマネジ

ャーさんも変わって、今度はこちらでお世話になるっていうようなはっきりと

した移行というのは、高齢者にとっては気持ちの上でも今まで信頼してお世話

になっていたケアマネジャーさんが変わるというのは、状況としては受け入れ

にくいと思うのですが、居宅介護支援と小規模多機能型居宅介護、看護小規模

多機能型居宅介護それぞれを利用する場合にケアマネジャーさんが変わらなけ

ればいけないというのは、市民にとっては解りにくい制度なのですが、どうい

うことなのでしょうか。教えていただけますと、助かります。 

 

事務局からご説明いただいた方が分かりやすいでしょうか。お願いします。 

 

はい、介護保険課です。小規模多機能型居宅介護や看護小規模多機能型居宅介

護の他に、特別養護老人ホームといった施設に入所するときに施設のケアマネ

ジャーさんに切り替わるといいますか、交代することになります。これは、自

分の施設の中でどのように利用するかについて、一番身近にいらっしゃって把

握できるのが施設のケアマネジャーということからになります。このように、

施設ですと入居しているので想像しやすいと思いますが、小規模多機能型居宅

介護、看護小規模多機能型居宅介護も、複合的に訪問介護、通所介護、ショー

トステイ、看多機の場合は訪問看護も加わりますが、これらは一つの事業所が

すべて提供しますので、それらを把握できる事業所内のケアマネジャーが状況

を把握しやすいということで、変更される仕組みになっています。 

 

すみません。あと一つ、居宅介護支援を利用しながら、例えば週末だけ小規模

多機能型居宅介護を利用したいなどはできないと聞いているのですけれども、

そういうことなのでしょうか。 

 

はい、居宅サービスを複合して提供するサービスということで、一つの事業所

といいますか事業者の中で、いろんな事が出来ますというのがこの小規模多機

能型居宅介護、看護小規模多機能型居宅介護の強みになりますので、原則その

ような居宅サービスを利用しながら、たまに小規模多機能型居宅介護を利用す

るというのは考えられていないところになります。 

 

はい、ありがとうございます。 

 

ありがとうございます。色々なアンケートやそういった事例などでも、そうし

たことについて書かれているところがあります。色々なものを含んだ制度で悩

ましいところもありますので、そのあたりも何とか改良しながらやっていけれ

ばというところだと思います。他に、これまでのところを含めていかがでしょ

うか。はい、お願いいたします。 
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委員長 

 

 

 

 

 

 

 

はい。今お話をされた制度のところでは、やはり縦割り的なところがございま

して、結局、ご家族が何回も同じ話をすることになったり、良い表現ではない

かもしれないのですが、今一番困っている方が一番大変な思いをしているとい

うことが、もう少し制度的に変えていった方が書面上何度も同じような繰り返

しをしたりですとか、そういう状況が改善していかないというところがあるの

で、今ご意見いただいたところはやはり何かの手立てはないのだろうかと少し

思いました。それと合わせて今、介護の人員のところで少し申し上げますと、

特養があったり、訪問があったりというように、サービスをとても多く提供し

ている施設については、完全に人が足りていないというのが事実です。町田市

も人材開発センターさんで一生懸命、毎月ハローワークなど一緒になって、そ

れこそほとんど今施設をはじめ募集をかけているのですが、やはりそれで採用

された方がいきなりヘルパーとして一人で訪問するという、ここはかなりハー

ドルが高く、さきほど委員がお話されていましたが、在宅とはどういう状況な

のか、施設ならばまだ他に誰かがいるのですが、まったくその状況が見えてい

ないお家に２回ほど一緒に入って、３回目から独り立ちをというところが、や

はりハードルが高いのだろうなというのが感じているところです。いずれにせ

よ、訪問していただくようになるのですが、定着していかず、ここからがとい

うところでお辞めになってしまい、なかなかどうしたら仕組みとして人員が入

っていくかというところが、施設であればＩＣＴを使うといった方法が色々あ

るのですが、訪問関係になってくるとなかなか書くことなどそういうものはど

んどんＩＣＴ化していくのですが、それ以外のものは人づてといいますか、な

かなか先にいかないというのが現状です。けれども、そうはいってもご利用者

の数は増えていっていると思います。町田市もまだまだこれから高齢化という

ところでは、何とかしていかないといけない、我々も何とかしていかないとい

けないところで、やはり顔が見える関係、さきほどの現場の人の声を聞くとい

った、顔が見える関係というのはすごく大きいと思いました。以上です。 

 

はい、ありがとうございます。貴重なご意見いただきまして、また、事務局に

おまとめいただきながら対応していただきたいと存じます。他にはいかがでし

ょうか。 

はい、ないようですね。 

制度として使い勝手の難しさ、そのあたりも事務局でご検討いただきながら、

何等かの機会を捕まえて、うまく改良できるように期待したいところでござい

ます。また、町田市もできること継続して行っていただいておりますので、今

後もぜひ力添えいただきたいと考えているところでございます。 

ありがとうございます。 

それでは資料の１から３まで含めてご意見を頂戴いたしましたので、資料４の

意見交換に移りたいと思います。資料４につきましては、ご説明をお願いした

いと思います。 

 

 

＜次第５ 意見交換会＞ 

 

はい、ご説明ありがとうございます。それでは資料４をお目通しいただきまし

て、それぞれの委員の皆様からご意見を頂戴したいと存じます。資料の４につ

きまして、お気づきのご意見等ございましたら、お願いしたいと思いますが、

いかがでしょうか。 

では、委員お願いいたします。 
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委員長 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員長 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

なかなか色々な施設が建つ中で、昔から開設が難しい施設とどんどん建ってい

く施設と別れているのかなというのが今の結果なのだろうかと思うのですが、

なかなかこの認知症対応型のグループホームが増えない理由は何なのでしょう

か。私もここが明るくないのでわからないのですけれども、でも実際こういう

ところに入らないと生活が成り立っていかないという方がすごくいらっしゃい

ますので、圏域を広げて募集施設ができればと思います。 

 

この認知症対応型のグループホームに関するご質問について、事務局はいかが

でしょう。 

 

はい、いきいき総務課事業係です。まず、認知症対応型のグループホームの整

備が進まない理由の一つとしては、整備可能な土地が無いということがありま

す。また土地があってもオーナーが求める賃料交渉の部分がうまくいかないと

いうことがあります。やはり、昨今建築費が高騰しておりますので、補助金が

入っても、銀行にお金を借り入れて返済していくのが少し困難な金額になって

いるのではないかと思います。それから、圏域を広げた時に応募があるかどう

かというところですが、どれほどの効果があるかは不明ではありますが、実際

に２回目の再募集を締め切った後に、今募集していない例えば忠生第１で考え

ているのだが、圏域を広げるなどそういった計画はないのかという問い合わせ

はございました。そうしたことから、今回ご説明したとおり、これから圏域を

広げた時に公募がでてくる可能性は高いと考えています。以上です。 

 

ありがとうございます。はい、委員お願いします。 

 

はい。認知症対応型のグループホームですが、うちは９名の１ユニットがあり

ますが、９名の１ユニットというとほとんど赤字です。まったく黒字が出たこ

とがなく、最大の理由はやはり介護職員の人数確保と人員配置がすごく難しい

というところです。夜間はもちろん必ず１名体制であり、夜勤が必要です。１

人でうちの場合は９人を見なくてはいけない状況です。たまたまうちは１階に

グループホームがあって、２階、３階は特別養護老人ホームがあるので、何か

あれば応援体制が組めるのですが、たった１つのグループホームだけの施設だ

と、厳しいのではないかということは思います。とはいえ、こうした規模の認

知症対応型のグループホームを求められていないかというとそうでもなくて、

ご家族のお母様が毎日夏でもあったかい暖房をどんどんつけてしまって、汗だ

くで家にいて本当にどんどん衰退してく姿を見ていた中で、認知症対応型のグ

ループホームに入ったら自分の名前が話せるようになって、元気になってご飯

を食べて、やはり生活の安定が認知症の人には本当に大事なのだというぐらい

の、涙を流してご家族の方がハッとされるということがあります。しかし、な

かなかそこを運営していくのは厳しいというところはあるかと思います。それ

ともう一つは、待機者の問題があると思うのですが、これは高齢者支援センタ

ーさんや居宅介護支援など、それらとの連携をどうしたらいいのかというとこ

ろで、現在うちは６名の方が待機されていますが、では必ずすぐに入るつもり

があるのか、もう少し 1年したらなのか、というところの幅みたいなものがす

ごくあるので、なかなかうまく調整が取れていないところがもしかしたらケア

マネジャーさんとの関係であるのかもしれないというのは、少しと感じている

ところです。私どもも発信するところが弱くて、もっとケアマネジャーさんに

そろそろですとか、こういう状況で見たいなというところを、運営推進会議と

いう、２か月に１回その時に民生委員の方やケアマネジャーさんに入っていた

だく会議があるのですが、もう少し何か発信が必要ではないかと私が会に参加

していて少し思うところです。それとやはり認知症対応型のグループホーム、

重度化していくっていうところにおいては、長くいらっしゃればいらっしゃる
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委員長 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

委員 

 

委員 

 

委員長 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

 

ほど介護度が上がっていくというところで、そうなってくると、一緒にお料理

を作ったり、洗濯物を畳んだりができなくなってきます。特別養護老人ホーム

では、お洗濯をする人はいませんし、もちろんお料理を作る人もいません。介

護度があがって、認知症対応型のグループホームの入居者もだんだん特別養護

老人ホームの入所者のようになって行くというところに、そうした方たちを特

別養護老人ホームに移すという作業をもう一本潤滑に動いていく必要があると

ころもあるのではないかなと思います。うちに超高齢の方がいらっしゃるので

すが、ほぼほぼ特養の方なのですけれども、ご家族は認知症対応型のグループ

ホームでお願いしますというところがありまして、ご家族の思いがあります。

どうしても特別養護老人ホームと違うのが小さい区画といいますか、本当に小

さなお家の中にお部屋があってそこに一人ずつお入りになっている、その辺が

うまくいかないかなと思うところは少しありまして、うちでも認知症対応型の

グループホームは少し厳しいかなと思った方には特別養護老人ホームの方をお

すすめするのですが、やはりここでという方がほとんどで、その辺の難しさ、

なかなか動いていないというのは、現実的には自分も感じているので難しいな

というのは運営していて思います。食材費や光熱水費というところ、３年前に

も町田市さんに承認していただいて食材費を上げているのですが、やはり物価

がどんどん上がっていくと、もうすでに追いついていっていない状況ですと

か、そういうところもあるので、地域密着型のサービスとして必要なものでは

あるとは思いますけれども、運営していくというところは、今一歩踏み込んで

やっていかないと厳しいと思うところです。すみません、以上です。 

 

はい、ありがとうございます。貴重なご意見頂戴しました。併設の事業所の難

しさ、小さな規模の地域密着型サービスの運営の方の厳しさの両方ご指摘いた

だきましてありがとうございます。委員の方で発信の方の必要性もおっしゃっ

ていただいたところですが、何か支援の連携など必要なもの等がありました

ら、他の委員の皆さまからもまた補足いただきたいところがあるのですが、い

かがでしょうか。 

 

そうですね。やはりケアマネジャーさんとの関係性でしょうか。本当に認知症

型のグループホームに病院から直接入るということはほとんどないですよね。 

 

少ないですよね。 

 

その辺のもう少しつなげられるところがあるのではないかとは思いますね。 

 

はい、わかりました。ケアマネジャーさんや医療機関との連携といったところ

も今後強化していくということでしょうか。ありがとうございます。連携を基

にして利用者への適切なサービスにつながることを期待したいと思います。 

他にいかがでしょうか、関連したところでも良いと思いますが、もしありまし

たらお願いしたいと存じます。 

 

 

はい。今お話しいただいたケアマネジャーというところで、私もこれまで担当

してきた中で施設入所という選択肢しかなくなった時に、認知症対応型のグル

ープホームに支援したいと考えた方がやはりいらっしゃいました。ただ、やは

りタイミングと空き状況と、それから正直今はかなり同じ金額で入居ができる

施設が本当にすごい勢いで増えているので、タイミングによってそちらに流れ

ていくというケースが多いのが事実だと思います。そのため、本当は認知症対

応型のグループホームにというのはすごくイメージの中でしかないのですけれ

ども、先ほどおっしゃっていたグループホームの雰囲気や暖かさというところ
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委員長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

で、何とかそういった場所に支援したいなと思っても、やはりタイミングがあ

わないことがあり、またやはり金額的なところも時によっては大きな理由にな

ってくるというのを感じています。下手すると認知症対応型のグループホーム

よりも安いところがあるのが、すごい時代だなと思っておりまして、なかなか

これはもう国が決めていることなので仕方がないとは思うのですけれども、本

当に私認知症高齢者のグループホームで働いたことがないのでこんなこと言う

のですが、なぜ認知症対応型のグループホームは負担減免がないのかと思った

りしたことがあります。やはり私が勤務している地域はなかなか月２０万円超

払える方は少ないので、そうすると特に生活保護を受けている方ですと認知症

高齢者のグループホームの中でも受け入れ枠がやはりあるというところで、別

の施設に流れて行ってしまう方が多いというのが感想です。ただおっしゃって

いたように認知症対応型のグループホームはなくてはならないサービスだとは

思いますし、その雰囲気や温かさはとても解っているので、何とかそちらに本

来はつなげていきたいと思っているケアマネジャーは多いのではないかとは思

います。人材開発センターさんの方で、毎月空き状況を発信してくださってい

るのはとても助かっています。 

 

はい、ありがとうございます。ケアマネジャーさんの立場での貴重なご意見を

いただきましたので、そのあたりも加えてまた検討を続けていきたいと思って

います。他にいかがでしょうか。 

地域密着型として必要なサービスでなければ、なかなか圏域が狭いと集まりに

くいということで広げることが必要になってきていると存じますので、この方

針でまたご提案いただきたいと思います。用意していただいたご意見は、もし

これまでのところでご質問等ございましたら、メール等で事務局にお寄せいた

だくということでもよろしいかと思いますので、また気になったことがござい

ましたらお問い合わせいただきたいと思います。事務局にお返しいたします。

よろしくお願いいたします。 

 

 

 


